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まえがき 
 

 本調査研究報告書は，アジア経済研究所において 2012 年度から 2 年計画で実施して

いる「長期化する生態危機への社会対応とガバナンス」研究会の中間成果である。 

 中国・アジア内陸地域では，めざましい経済成長をとげる沿海部との社会経済格差

に加えて，長期にわたる水環境問題や自然環境破壊による生態危機にさらされている。

また日本においては，2011 年の大震災及び深刻な原発事故の経験を経て，環境と地域

のサステイナビリティ(維持可能性，持続可能性)のあり方が改めて問われている。長期

にわたる環境と社会の変化のなかで人々は危機や災いにどのように対応し，また国や

地方の政策がどのような役割を果たすことができるのか。本研究会では，アジアにお

いて長期化する生態危機にさらされている地域の変容と対応について，中国・アジア

内陸地域の事例を中心にそのプロセスを分析するとともに，日本や他国・地域におけ

る環境・社会変化の事例も踏まえて，環境と地域のガバナンス論を再検討し，地域の

環境再生と社会発展へのアプローチを探ることを目指している。 

 本研究会では，メンバーそれぞれが各自のテーマとディシプリンに沿った文献調査

と現地調査を行うとともに，都内にてメンバー間で研究計画や研究成果の検討を重ね

ながら，問題意識の共有を図った。また 2012 年 6 月 16 日には京都にて，総合地球環

境学研究所との合同研究会「東アジアの環境ガバナンス研究の現状と展望」を開催し，

同研究所の窪田順平教授，源利文上席研究員ならびに龍谷大学政策学部の北川秀樹教

授をはじめ，同研究所の関係者や同テーマに関心を持つ研究者との議論を行った。同

年 7 月 27 日には都内にて，首都大学東京教養学部山下祐介准教授から「周辺から見た

日本の地域社会の変容」というテーマにてご講演いただき，日本の農山漁村調査から

福島第一原子力発電所事故の避難者コミュニティの調査及びネットワーク形成に至る

まで幅広い知見と論点をご教示いただいた。その他，所内オブザーバーならびに各自

の調査研究活動の過程でご協力，ご教示いただいた方々に感謝申し上げたい。 

 本研究会では各メンバーが様々なテーマとフィールドを扱っているが，生態危機と

サステイナビリティがコインの裏表の関係にあるとの共通認識を持ちつつ，アジアに

おける開発と環境をめぐってこれまであまり光があてられてこなかった地域や問題に

切り込もうとしている。今後，最終成果報告書の作成に向けて，メンバーそれぞれが

さらに調査研究を継続していくとともに，共通課題に関する議論を深めていきたい。 
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